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、

爆
鞘
特
取
締
罰
則
(
「爆
取
」
)

第
↓
条
(爆
発
物
使
屠
)

治
安
ヲ
妨
ケ
又
ハ
人
ノ
身
体
財
産
ヲ

害
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
目
的
ヲ
以
テ
爆
発

勢
撒朋銃
盤
M聾

}

ハ
無
期
若
ク
ハ
七
年
以
上
ノ
惣
役
又

ハ
禁
鋼
二
処
ス

第
四
条
(脅
迫
敢
唆
煽
動
共
護
)

第
一
条
ノ
罪
ヲ
犯
サ
ン
ト
シ
テ
権
迫

激
暖
煽
動
共
謀
二
止
ル
者
ハ
三
年
以

上
ノ
懲
役
又
ハ
禁
鋸
二
処
ス

七
十
一
年
以
降
、
支
配
階
級
の
弾
圧

の
常
糞
手
段
で
あ
り
、
か
つ
最
穴
の
武

器
で
あ
る
の
が
、
右
に
掴
げ
だ
爆
飯
第

一
条
を
遼
用
し
た
「
爆
弾
犯
人
」
ー

「
過
激
派
」
と
い
う
フ
レ
ー
ム
ア
ッ
プ

で
あ
り
、
「箕
犯
人
」
の
デ
ソ
チ
上
げ

難縫
ま
た
現
在
も
こ
れ
を
更
に
エ
ス
カ
レ
ー

ト
さ
せ
て
き
て
い
る
◎
我
々
も
本
紙

「
反
弾
圧
レ
ポ
ー
ト
」
を
通
じ
て
こ
れ

を
取
り
上
げ
、
虚
構
の
解
体
を
め
ざ
し

て
き
た
。

昨
年
、
九
月
四
日
、
十
二
月
二
日
、

十
二
月
」⊥

日
と
三
展
に
及
ぶ
東
京
・

神
田
の
ウ
ニ
タ
奮
舗
に
対
す
る
不
当
遭

索
押
収
と
し
て
行
わ
れ
だ
支
配
贈
級
の

醸
無
黙
竪
編
ほ

し
た
も
の
で
あ
り
、
一連
の
「爆
弾
犯

人
」
デ
ノ
チ
上
げ
か
ら
更
に
そ
の
攻
翠

を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア

法
の
津
を
も
こ
え
て
、
違
法
と
さ
れ
て

一き
た
擾
査
を
も
合
法
化
、
戚
成
事
婁
化

せ
ん
と
し
、
更
に
、
言
諭
、
裂
現
、
思

楓
の
気
配
陶
級
の
剛
か
つ
の
チ
ェ
ヅ
ク

喋
を
も
目
論
ま
ん
と
う
る
も
の
で
あ
っ

一
た
。以

下
、
救
援
逮
絡
セ
ン
タ
ー
発
行
の

「救
援
一
ハ
十
ル
戸ノ
に
掲
載
さ
れ
て
い

一
る
馨

と
、
ウ
ニ
タ
嘉

か
ら
発
行
さ

一
れ
て
い
る
「
・
暴

分
襲

鄭

収
峯

一猛

歪

料
」
三

藥
を
も
と
に
・

弾
圧
の
実
態
を
閉
ら
に
し
て
い
き
た

い
。〈
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七
十
四
年
九
用
四
日

(八
月
三
十
日

の
コ

叢

工
爆
破
那
件
」
か
ら
五
日

後
)
、
「
被
疑
巷
氏
名
不
詳
、
爆
取
容

疑
」
と
い
う
令
状
の
も
と
に
、
ウ
ニ
タ

書
舗
か
ら

「栄
養
分
析
表
」
一
五
一
冊

が
す
べ
て
押
収
さ
れ
る
。

い
か
な
る
事
件
て
関
し
て
の
押
収
で

あ
る
の
か
全
く
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ

現し

へ

ウ
ニ
タ
不
当
捜
索
撫
牧
事
件

だ
こ
の
押
収
に
対
し
て
、
↓
月
四
日
、

同
店
は
耀
抗
台
(資
即
乃

樂
所
収
)

を
行
っ
た
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
「硬
瞭
,
卜押
の
絡
過

及
び
蚕
更
閃
侭
」
は
次
の
よ
う
に
な
つ

て
い
る
。

ユ
、
昭
和
四
十
九
年
九
月
四
日
午
後
ニ

ピ
時
頃
、
千
代
田
区
神
田
神
保
町
暫
ノ

五
二
有
隈
余
社
ウ
ニ
タ
奮
舗
に
警
視

庁
公
安
都
の
根
本
宗
彦
り
六
名
の
警

察
官
が
来
て
、
同
善
店
に
あ
っ
た
巣

擬
分
析
表
(抜
粋
)と
題
す
る
密
物
一

五
一冊
を
痩
素
の
ヒ
憲
押
え
、
押
収

し
た
。
こ
の
時
立
会
2
た
同
店
の
経

営
者
で
あ
る
逮
藤
忠
ぺ
に
対
し
、
脅

書
察
官
ら
は
、
具
体
的
も
要
輯
の
内

容
を
説
明
す
0
こ
と
な
く
、
[最
近

娼
弾
岸
作
る
人
か
客
い
ん
で
ね
」
と

か

「三
菱
の
事
件
と
は
関
係
齢
い
」

等
8
い
、
右
還
藤
が
「欲
し
い
た
つ

買
っ
て
い
け
は
よ
い
の
で
』
も
い

か
」
と
主
張
し
に
の
に
耳
も
貸
さ

ず
、
右
蜜
物
を
持
ち
去
っ
た
の
で
あ

る
。

2
、
本
件
轡
物
は
、
昭
和
二
五
年
頃
当

時
の
日
本
共
産
党
に
お
い
て
秘
の
内

部
文
督
と
し
て
流
布
さ
れ
た
も
の
を

覆
刻
蝿
行
さ
れ
て
い
だ
も
の
で
あ

る
。
ウ
ニ
タ
雪
舗
で
は
、
こ
れ
指
バ

年
程
蔚
か
ら
店
頭
に
置
き
、
販
旭
し

て
い
た
も
の
で
あ
り
、
臼
本
式
首
施

の
歴
史
的
文
献
と
考
え
b
れ
て
い
⇔

も
の
で
あ
喬

3
、
申
立
人
か
ら
の
依
顧
で
命
遵
f
浅

野
憲
一
が
、
本
年
九
月
「
○
日
ム
件

令
状
発
帯
の
事
窯
関
係
ヰ
調
査
す
G

た
め
、
警
視
庁
公
安
部
の
根
本
宗
彦

刑
事
に
同
弁
護
士
の
身
分
を
確
認
さ

せ
に
上
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
本
件
理

風
いを
押
許
可
状
は
、
塞
鼠
聞
易
裁
判

所
の
梅
本
芳
太
郎
裁
判
官
に
よ
っ
て

本
年
九
月
四
日
に
発
せ
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
罪
名
は
爆
発
物
取
締
罰
則

遜
及
、
被
遜
箏
実
は
令
状
に
巽

な

く
判
ら
な
い
冒
の
回
答
が
あ
っ
た
.

そ
こ
で
同
弁
護
士
が
東
京
簡
易
載
瓶

励
に
電
話
し
児
と
こ
ろ
、
担
当
書
記

官
が
応
答
し
、
被
疑
事
実
に
つ
い
て

は
、
事
件
の
性
質
上
言
え
ず
警
視
庁

で
聡
い
て
く
れ
と
い
う
の
み
で
、
同

人
が
被
押
収
者
の
代
理
人
の
弁
趨
士

で
あ
り
、
準
抗
告
等
の
手
続
を
飯
る

か
否
か
の
判
断
の
為
必
要
で
あ
る
と

そ
の
必
要
性
を
再
三
述
べ
だ
に
も
拘

ら
ず
自
を
左
石
に
し
て
、
こ
れ
を
明

ら
か
に
し
な
か
っ
た
●
巳
む
を
得
ず

警
視
庁
に
電
話
し
た
と
こ
ろ
、
根
本

刑
事
の
上
司
と
名
乗
る
警
察
宮
が
応

対
し
、
被
疑
凄
実
は
「
爆
弾
の
饗
遣

の
教
唆
で
あ
り
、
本
そ
の
も
の
が
数

唆
に
あ
た
る
」
と
の
回
答
が
な
さ
れ

た
。
同
弁
護
士
は
、
更
に
被
疑
事
実

岸
明
確
に
す
る
必
要
を
感
し
再
三
に

亘
り
警
視
庁
公
蜜
部
の
担
当
刑
事
に

俺
話
し
π
と
こ
ろ
九
月
一
八
日
、
公

安
都
榎
本
刑
事
か
ら
被
疑
事
婁
は

「
爆
取
の
四
条
で
あ
る
。
こ
れ
以
上

は
令
状
を
還
藤
さ
ん
に
見
せ
て
い
る

か
ら
雷
う
必
要
は
な
い
」
と
の
回
答

が
な
さ
れ
た
の
み
で
、
結
局
被
疑
事

実
に
つ
き
十
分
な
回
答
を
得
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
。

ウ
ニ
タ
書
舗
に
よ
る
準
抗
告
は
、
差

押
許
可
決
定
の
追
法
性
を
、
一
、
被
疑

事
実
が
そ
も
そ
も
犯
罪
を
縫
馬
し
な
い

一
ζ
と
、
二
、
被
鏡
事
実
の
疎
明
が
な
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
、
三
、
本
件
醤
物
と

ロ

被
疑
亭
実
の
関
逮
性
の
な
い
こ
と
、
四

捜
嗣
差
押
の
必
裏
性
が
な
い
こ
と
、

五
、
被
疑
者
の
特
定
が
な
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
篭
と
し
て
主
張
し
、

「反
政
冠

的
な
思
想
を
表
現
す
る
出
版
物
を
発
禁

処
分
に
し
よ
う
と
富
懸
の
盗
意
的
な
も

の
で
あ
り
「
又
ウ
ニ
タ
書
舗
に
対
す
る

い
や
が
ら
せ
的
な
も
の
と
し
か
考
え
ら

れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
国
民
の
出
版
等

衷
現
の
自
由
に
対
す
る
麗
犬
な
侵
害
行

為
」
と
し
て
蔵
消
を
求
め
て
い
た
。

〈
準
航
告
棄
却
V

ー

し
か
し
、
こ
の
準
抗
告
に
対
し
て
、

十
月
十
}日
東
京
地
載
刑
凄
一
八
部
小

蒜
舜
一
裁
判
長
は
、

「
申
立
人
店
舗
は
、
都
内
有
数
の
極

左
系
文
蜜
、
パ
ン
フ
レ
ノ
ト
等
取
次

販
売
店
と
し
て
看
名
な
醤
店
で
あ
り

向
店
に
は
極
左
系
活
動
家
な
い
し
そ

の
ノ
ン
パ
か
多
数
出
入
り
し
て
い
る

こ
と
か
う
か
か
わ
れ
、
本
件
「
栄
養

分
耕
表
」
か
石
店
舗
内
に
置
か
れ
て

い
た
位
置
、
状
況
し
を
台
活
動
家
ら

が
こ
れ
を
容
易
に
見
う
る
状
況
で
あ

つ
た
こ
と
、
濠
だ
現
に
、
右
「
架
養

言
論
・出
版
領
域

へ
の
弾
圧

煽
動
罪
に
よ

る

ウ葬
鐸
無
篇
肱露

瞭翻鱒鞭
罐
唆曇
継
諜
舶鷲
羅
継

経

抗
缶

(資
制
二

一集
H
収
)
の
～
軌
き

を
と
り
、
爆
取
塘
呵
匿
の
遡
即
笹
等
を

主
張
し
た
か
、
ヨ
一月
十
凶
日
、
同
断

鷲
艶罐
綬
鍵
霧
乞

澱
高
無
第
一
小
法
遷
調

酷
誤
口購
犬

聾
禦
鵜
躰
鰭
㍊
驚
膣

は
、
最
高
裁
の
r
に
よ
,
こ

へ
し
」

と
さ
れ
た
こ
と
に
ね
っ
た
。

〈
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●
2
第
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押
収
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件
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十
二
月
二
日
、
ウ
ニ
タ
審
舗
.糧廟
す

る
二
度
目
の
弾
圧
(十
一月
二
十
五
日

に
は
「帝
人
中
央
研
尤
所
爆
破
騨
件
」

が
起
き
て
い
た
)
は
、
「被
疑
者
高
田

英
世
氏
、
爆
取
四
条
」
を
理
申
と
し
た

一捜
索
押
収
で
あ
っ
た
。
こ
の
今
状
は
、

実事

と
し
九
無
茶
苦
茶
な
も
の
て
あ
り
、

「
九
と
え
は
」
と
し
て
共
塵
同
済
触
派

日
本
婁
員
会
宣
伝
局
発
行
の
政
治
機
関

蔽
「
赤
軍
皿
号
」
に
は
「γ
X
闘
争
を

拡
大
せ
よ
」
「
×
×
闘
争
に
は
「
仕
掛

け
る
」
「
投
げ
る
」
寝
さ
え
て
き
れ
ば

も
は
や
90
%
勝
測
で
あ
る
」
等
の
認
載

が
あ
り
、
こ
れ
が
爆
取
四
菓
㌧
い
う
煽

動
に
あ
4
る
と
し
て
ゐ
り
、
一
ふ
軍
」

11
写
、
拍
募
、
q
号
及
び
湾
品
醤
類
、

同
店
の
銀
行
阪
簿
が
押
収
亡
れ
た
。

先
の
「栄
養
分
析
遮
」
な
る

「爆
諏

敦
本
(孟
典
)
」
か
り
、
今
農
は
、
几

派
の
政
治
機
関
紙
に
及
び
、
単
な
る

『
×
×
塁

を
せ
よ
」
と
い
う
ア
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
ま
で
が
、
爆
取
に
い
う
煽
鵡

と
さ
れ
、
あ
と
一歩
で
、
所
謂
衝
左
買

諸
派
の
政
治
機
関
紙
・
誌
総
体
を
も
対

象
に
と
ん
と
ず
る
牲
格
を
孕
ん
た
も
の

で
あ
つ
た
。

し
か
も
、
十
二
月
二
日
尊
日
は
、
ウ

ニ
タ
書
舘
の
み
な
ら
す
、
「
そ
れ
ル
印、

難
纒

挙
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
田
.央
世

馬
の
家
昭
を
家
空
撹
索
(彼
が
、
嘗
店

に
持
っ
て
い
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い

る
)
し
た
り
、
結
局
全
国
五
ヵ
所
て
不

当
痩
齋
押
収
が
行
わ
れ
た
。

〈
臣
・
11
錺
三
次
押
収
亭
停
V

大
成
建
設
爆
破
凄
件
の
起
っ
た
十
二

月
十
日
の
翌
十
一
日
、
ウ
ニ
タ
讐
后
に

対
し
て
、
三
た
び
不
当
痩
漿
押
収
か
行

わ
れ
た
。
こ
の
日
は
、
三
通
の
令
状
か

用
意
さ
れ
て
お
り
、
一
つ
は
、
「志
軍

11
号
」
に
闘
す
る
葡
充
捜
査
こ
さ
れ
、

支
払
い
小
切
千
が
押
収
さ
れ
、
二
つ
め

も
押
収
せ
ず
、
三
通
目
は
、
「被
疑
者

氏
名
不
詳
自
称
厚狼
慮
、
爆
阪
容
疑
」

て
、
こ
れ
は
「
一運
の
爆
破
壌
件
の
実

一行
」
と
「
「
腹
々
時
討
」
の
出
版
に
よ

る
数
膿
煽
動
」
を
一
つ
の
も
の
と
し
て

爆
取
一
条
及
び
四
条
の
事
件
と
し
て
、

納
品
窃
等
を
押
収
し
て
い
る
。
特
に
、

一朗
日
の
大
成
建
設
爆
破
事
件
で
の
あ
せ

り
か
ら
か
「警
筏
紺
監
の
命
に
よ
り
」

な
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
●
蜜
店
主
自

篭
へ
の
捜
索
は
、
戦
前
の
弾
圧
の
場
合

「に
も
な
か
っ
だ
と
い
わ
れ
る
暴
挙
で
あ

09ウ
】一タ
膏
舗
に
紺
す
る
弾
圧
は
レ
上

分
析
表
]
の
記
歳
に
従
つ
て
惟
ろ
壮

た
爆
発
物
な
い
し
は
こ
れ
に
応
用
し

て
作
っ
た
と
思
わ
れ
る
蟻
発
物
が
、

過
激
派
ら
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
爆
発

事
件
が
数
件
発
生
し
て
い
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
る
」
。
と
の
事
実
誤
認
-

予
断
と
偏
見
に
満
ち
た
判
断
の
上
に

立
っ
て

「
本
件
「栄
養
分
析
表
」
は
学
術
書

と
は
全
く
異
り
、
専
ら
極
左
過
激
撮

ら
の
九
め
に
時
限
爆
弾
等
の
製
造
工

程
、
使
用
法
に
つ
い
て
喬
か
れ
た
爆

弾
教
本
(教
典
)
と
も
い
つ
へ
き
も

の
で
渉
っ
て
、
不
特
足
又
は
多
数
の

極
左
過
激
派
な
い
し
そ
の
ン
ン
パ
の

者
連
に
対
し
爆
発
物
取
締
罰
則
一
条

所
定
の
犯
罪
の
実
行
を
決
意
さ
せ
又

は
既
に
生
し
て
い
る
決
意
を
助
長
さ

せ
る
よ
う
な
勢
の
あ
る
刺
激
を
与
え

る
意
図
の
も
と
に
発
行
さ
れ
た
も
の

と
み
る
の
が
帽
当
で
あ
り
、
本
件
被

疑
凄
実
お
よ
び
差
抑
え
の
必
廼荏
も

あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
他
に
本

件
差
押
処
分
が
違
法
で
あ
る
こ
と
を

認
め
る
に
足
る
証
拠
は
な
い
」

と
し
、
更
に
、
「表
現
の
自
由
」
の
論

点
に
つ
い
て
は
、

「
(な
お
、
申
立
人
尋
は
出
版
等
談ク

現
の
自
由
を
主
張
し
て
い
る
か
、
本

件
「
栄
費
分
析
表
」
の
発
行
の
よ
う

に
そ
れ
自
体
で
犯
罪
が
成
立
す
る
も

の
に
っ
い
て
は
右
制
限
を
璽
け
る
の

は
当
然
て
あ
る
)
」

と
断
足
し
、
そ
の
驚
く
へ
き
中
駄
て
も

つ
て
、
乗
却
ノ
決
定
し
兀
。

、

"発

禁

処

分

"

で
あ
⑩
か
、
十
二
月
十
四
日
に
は
「添

軍
n
弓
を
置
い
て
い
な
い
か
?
」
と
い

つ
聞
き
込
み
か
全
圏
一斉
に
叢
舶
に
対

し
て
行
わ
れ
、
「志
軍
且
号
は
悪
い
も

の
だ
か
ら
出
し
て
く
れ
」
と
い
う
厚任

意
提
出
θ
と
い
う
名
の
回
収
策
動
が
も

さ
れ
、
数
軒
の
書
匙
か
ら
は
"押
収
躍

し
て
い
っ
た
.
厚発
禁
処
分
"
の
実
質

化
、
日
常
化
か
り
、
ひ
い
て
は
書
店
側

の
自
工
規
制
を
51
ざ
出
そ
つ
と
す
る
玖

胆
で
あ
つ
九
。

ま
た
、
三
月
に
「腹
凝
時
評
」
を
店

一
頭
か
ら
押
収
さ
れ
て
い
る
粛
京
・
国
分

寺
の
ア
ヴ
ァ
ン
書
房
に
対
し
て
も
、
十

二
月
十
九
目
、
ウ
ニ
タ
盲
舗
の
場
合
と

同
様
も
令
状
に
よ
Φ
「
「
膜
々
時
計
」

賦 し

 

に
関
す
.0納
品
餐
な
ど
の
取
51
畜
類
」

を
対
象
と
し
た
捜
索
か
、
名
篠
⊥
の
同

督
店
主
自
宅
と
合
わ
せ
て
一時
闘
に
わ

た
っ
て
か
け
ら
れ
、
何
も
押
堰
㌻
へ
き

も
の
が
な
く
幅
る
と
い
.つ
嶺
猟
か
届
こ

っ
て
い
る
。

〈
七
四
年
九
月
以
前
の
騨
圧
〉

七
四
年
九
月
以
降
の
一
達
の
弾
圧
は

そ
れ
以
前
の
弾
圧
と
、
爆
取
四
条
(煽

動
罪
)
の
唐
店
出
版
物
へ
の
適
用
、
裁

判
桝
に
よ
る
公
然
に
る
「
含
法
化
」
と

し
て
歴
史
削
圓
朋
を
な
ず
も
の
と
は
い

え
、
本
質
的
に
は
区
別
さ
れ
る
も
の
て

は
ち
い
。

九
月
以
削
の
関
連
し
尤
弾
圧
や
み
て

み
る
と

「爆
弾
教
本
」
狩
り
を
端
緒
に

こ
の
よ
つ
に
、
言
胎
・
出
版
領
域
へ

一
の
弾
圧
は
、
以
前
か
う
繰
り
返
さ
れ
、

ウ
ニ
タ
嘉
件
を
契
磯
と
し
て
公
然
化
、

エ
ス
カ
レ
ー
ト
の
途
を
た
ど
り
つ
つ
あ

る
。〈

な
り
ふ
り
構
わ
ぬ
治
蜜
弾
圧
V

ウ
ニ
タ
含
舗
弾
圧
が
、
三
菱
重
工
、

・井
、帝
人
中
央
研
究
所
、大
成
建
設
等

}
の
螺
破
事
件
の
捜
査
と
関
連
し
て
な
塔

斑
醜
能
袈
羅
鮪

か
て
あ
る
が
、
そ
の
特
徴
は
ま
ず
第
一

に
、
捜
査
の
手
段
、
対
象
が
、
こ
れ
ま

て
は
趨
法
と
さ
れ
て
き
た
領
域
に
ま
で

拡
.A
さ
れ
て
い
る
。
「爆
弾
事
件
」
の

「
真
犯
人
」
を
あ
げ
る
こ
と
に
は
一
切

無
関
弧
な
出
版
物
で
あ
る
「.爆
弾
教
本
」

狩
り
を
端
緒
と
し
π
も
の
で
あ
る
o

第
二
に
、
捜
査
の
為
に
は
全
ゆ
る
人

椿
は
論
足
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
。
先
の

一講
疏
者
リ
ス
ト
の
提
出
な
ど
は
て
の
興

型

」
あ
Φ
。

治
安
立
法

歩

第
二
に
、
"で
の
目
的
が
、
書
論
・
出

版
の
支
配
階
級
の
側
か
ら
の
チ
ェ
ノ
ク

に
あ
る
こ
と
。
十
二
月
二
日
警
視
庁
の

鈴
木
係
長
が
警
察
♪
問
題
と
し
て
い
る

点
か
「
金
の
流
れ
」
に
あ
り
、
さ
う
に

「臼
刷
物
は
原
稿
の
段
階
て
チ
ェ
ゾ
ク

し
た
い
」
冒
述
へ
て
い
0
こ
と
か
、
ウ

ニ
タ
畜
舗
の
速
藤
氏
か
ら
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。

第
四
に
、
裁
判
所
が
公
然
と
こ
の
痩

査
を

「台
法
化
」
し
、
「本
の
出
版
自

体
で
犯
罪
が
成
立
す
る
」
と
い
う
、
憲

法
二
十
一
条
(
表
現
の
自
由
)
の
制
限

曽
否
定
を
打
ち
出
し
た
こ
こ
.

第
五
に
、
そ
れ
を
プ
コ
と
し
て
、
対

象
が
政
治
的
ア
ジ
テ
富
シ
ョ
ン
に
ま
で

拡
大
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

総
じ
て
、
以
上
を
通
し
て
「過
激

派
」
壊
緬
か
ら
、
治
安
弾
圧
の
さ
り
も

.Q
肢
開
を
"6
さ
ん
と
し
て
い
勾
ご
い
几

一、
刑
法
一
七
五
条

(わ
い
せ
つ
罪
)

の
密
店
出
版
物
へ
の
適
用
-
東
京
・新

宿
の
模
索
舎
に
対
す
る
弾
圧
、
店
員
遺

摘
。
こ
れ
に
前
後
す
る
、
ミ
ニ
コ
ミ
に

対
す
る
わ
い
せ
つ
罪
双
撃
の
集
中
、
東

京
・
池
袋
の
西
面
テ
パ
ー
ト
内
「カ
オ

ス
」
が
閉
猟
に
追
い
込
ま
れ
る
。

一
一、
七
一
年
八
月
の
朝
霞
事
件
の
関
運

で
、
「朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
川
本
記
者

「プ
レ
イ
ボ
ー
イ
」
春
日
原
記
者
か
逮

捕
起
琳
さ
れ
る
。
同
時
に
別
件
の
強
盗

予
摺
罪
名
で
潭
田
修
(
竹
本
個
弘
ゑ
大

助
手
)
風
か
全
国
指
名
手
配
。
そ
し
て

同
鼠
の
薯
作
「F
今
潜
行
中
。
中
間
報

【
告
」
が
七
四
年
六
月
出
版
さ
れ
た
G
と

に
対
し
て
、
七
月
二
五
日
、
埼
土
県
警

公
女
部
は
、
同
氏
の
強
盗
予
備
罪
に
よ

る
令
状
で
、
出
版
元
の
序
蝋
杜
(京
都
)

及
び
印
刷
を
謂
負
っ
た
印
刷
所
を
含
め

た
全
薗
四
十
二
ヵ
所
を
捜
索
し
、
同
警

の
写
真
原
版
全
部
を
押
収
し
た
.

三
、
七
四
年
;月
、
北
九
州
市
小
倉
の

金
宋
堂
替
店
か
、
爆
卿
事
件
捜
盒
の
た

め
に
必
箋
と
い
つ
口
実
で
「子
供
の
科

学
」
講
誘
看
リ
ス
ト
の
提
出
を
要
貫
さ

れ
O
。
(
「爆
弾
犯
人
」
は
科
学
好
き

の
少
年
と
い
う
見
込
み
の
も
と
に
)
同

誉
店
主
の
断
固
と
し
た
反
撃
で
、
後
日

行
き
過
さ
疫
査
を
認
め
て
陳
謝
し
て
き

た
.

四
、
し
四
埠
十
月
二
十
一日
、
東
尽
.

千
住
で
指
名
手
配
さ
れ
て
い
九
太
田
竜

氏
が
潜
伏
し
て
い
た
と
み
り
れ
た
ア
パ

ー
ト
か
発
見
さ
れ
た
赫
に
、

「
池
げ
る
際
、
若
い
男
か
警
官
に
投

げ
つ
け
κ
紙
袋
に
過
激
派
の
爆
弾
教

典
「
腹
々
時
琶

が
入
っ
て
い
だ
κ

め
同
日
午
後
四
時
⊥
Tか
ら
爆
発
物
政

締
罰
則
払
第
四
条
(モ
そ
の
か
し
)

違
反
で
同
ア
パ
ー
ト
を
家
箔
捜
食
し

た
」
(毎
日
祈
聞
、
同
10
。
23
付
)

ご
さ
れ
て
い
O
。
「腹
々
時
討
」
を
舟

っ
て
い
た
か
り
藤
城
四
条
を
適
用
す
O

と
い
つ
拡
く
解
釈
は
、
こ
の
時
概
に
ち

亡
れ
て
い
に
。

一

「爆

取
」
の
乱
用

る
。
そ
も
そ
も
、
爆
発
物
取
締
罰
則
な

る
も
の
は
、

「朋
沿
一
じ
年
一
二
月
二
じ
日
太
政

官
布
告
第
三
二
条
と
し
て
制
定
さ
れ

た
も
の
て
あ
る
が
、
当
時
は
ま
だ
帝

国
践
会
も
制
度
化
さ
れ
ち
い
、
い
わ

ぱ
嗣
治
義
新
の
功
縫
者
ら
の
溶
閥
政

沿
の
状
況
下
に
お
い
て
国
昆
の
信
託

を
避
る
こ
と
な
く
制
定
さ
れ
だ
も
の

で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
当
時
は
濠

だ
近
代
的
刑
法
運
念
が
日
本
に
お
い

て
は
全
く
考
慮
さ
れ
て
お
ら
ず
、
諸

外
国
に
お
い
て
す
で
に
刑
法
の
中
心

理
念
と
な
っ
て
い
た
罪
刑
法
定
主
鵬

は
全
く
本
法
に
導
入
さ
れ
る
余
地
は

な
か
っ
だ
」
(
資
料
第
二
集
所
収
の

特
別
抗
告
)

と
い
う
自
田
馬
糧
運
勘
圧
殺
の
た
め
生

み
出
さ
れ
だ
も
の
で
あ
り
、
大
正
六
年

衆
院
の
満
場
一
致
で
全
廃
を
司
決
さ
れ

[
た
こ
こ
の
の
0
代
物

仙
あ
0
。
こ
れ
が

,

乱
用
さ
れ
る
の
は
、
と
り
も
な
お
さ

ず
、
治
家
弾
圧
に
最
も
適
し
た
法
規
で

あ
る
か
り
℃
あ
り
、
フ
レ
ー
ム
ア
4
フ

向
き
の
も
の
だ
か
ら
て
あ
6
。

し
か
も
.
そ
れ
か
第
一
条
に
よ
る
プ

レ
ー
ム
ア
ノ
プ
か
ら
、
第
四
条
に
よ
る

煽
動
罪
へ
と
孤
大
さ
れ
、
こ
の
こ
と
は

爆
取
を
利
用
し
た
破
防
法
弾
圧
と
し
て

位
置
付
け
う
れ
る
。

〈
広
範
な
共
同
戦
線
の
形
成
へ
〉

さ
ら
に
、
我
窟
輝
仕
目
し
て
お
か
な

け
れ
は
な
ら
な
い
の
は
、
以
上
の
弾
圧

に
対
し
て
、
「新
聞
が
守
る
な
ん
で
も

霞
え
⇔
国
」
と
い
う
標
語
を
か
か
げ
る

}
新
聞
界
を
含
め
九
ブ
ル
ジ
ョア
・
ジ
ャ

ー
丁
リ
ズ
ム
が
何
の
反
応
も
示
さ
な
い

(
「朝
日
新
凹
」
の
み
都
分
的
に
掲

載
)
ぱ
か
り
か
、
「爆
弾
数
科
轡
が
野

放
し
ー
」
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は
り

「爆
蜘
教
科
督
を
取
締
れ
」
と
国
家
梱

か
r
こ
麦
函
」
花
ゆ
だ
ね
て
い
く
よ
つ

一

 

な
勧
き
を
小
し
て
い
る
こ
と
て
あ
る
。

「燦
弾
事
件
鱈
過
激
派
の
犯
行
」
と
い

う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ぞ
は
り
め
く
ら
し
、

警
察
か
「犯
人
」
を
逮
捕
す
る
と
、
既

に
「犯
人
」
か
確
足
し
℃
か
の
よ
う
な

嬢
道
に
よ
っ
て
フ
レ
ー
ム
ア
ソ
プ
へ
の

水
路
を
切
拓
い
て
き
た
プ
ル
ジ
コ
ア
・

マ
ス
コ
ミ
に
は
、
こ
の
弾
庄
が
「
冨
論

出
版
の
自
田
」
に
対
す
る
公
然
κ
る

躁
り
ん
と
い
つ
意
味
を
詩
っ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
見
抜
け
な
い
の
で
あ
る
。

『本
の
出
版
自
体
が
犯
行
」
↓
押
収

胃
実
質
的
躍
発
禁
処
分
4
↓
国
家
に
よ

る
6
論
・出
版
の
統
制
と
い
ノ
ワ
ニ
タ

蜜
舗
に
対
す
る
弾
狂
か
、
一
方
に
お
い

て
、
爆
取
ソ
レ
ー
ノ
ァ
ノ
ヴ
と
密
叢
に

結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
は

口
っ
ま
て
も

な
い
。
治
安
V
法
と
し
⊂
の
爆
取
の
乱

用
が
「
一
部
過
激
猟
」
看
対
象
と
し
た

も
の
で
のφ
Φ
こ
ご
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の

・
マ
ス
コ
ミ
の
【
E論
の
自
由
」
〃
保

証
し
う
る
も
の
て
は
な
い
。
も
し
O
、

こ
づ
し
た
弾
肝
の
「ム
ロむ
化
」
、
既
成

象
ア
化
を
通
じ
て
、
総
体
と
し
て
の
書

論
軌
制
が
底
わ
ず
る
の
て
あ
O
。

刑
泓
一
七
血
条
(
わ
い
せ
つ
甲
)
か

ら
爆
取
第
四
条
(煽
動
罪
)
へ
、
そ
し

て
破
防
泓
へ
と
℃
る
、
甘
の
拡
人
解
釈

・
適
用
、
刑
法
政
凱いの
ノL
質
化
に
対
ず

閻
い
は
、
「爆
取
弾
H
」
と
い
う
]

十
年
代
の
弾
圧
の
最
大
武
器
に
対
決
す

る
闘
い
、
噌て
し
⊂

一論
・
出
版
の
自
田

を
め
く
勾
闘
い
、
更
に
』
【奪
わ
れ
た

誠
境
」
を
奪
意
ザ
る
闘
い
と
し
て
広
範

な
激
同
戦
縁
の
形
成
を
も
っ
て
闘
い
抜

か
れ
9萄
畝ぽ曲ムか
レの
め
,、
刷
法
店眠
蝋欝
盟
止

の
闘
い
よ

」れ
り
'
四
包
せ
9.
し
て
は

無
意
味
て
レ43
り
。

既
に
、
「ウ
ニ
タ
誉
舗
へ
の
走
続
不

当
捜
索
押
収
塙
件
ノ
ほ
し
め
と
す
る
出

版
。
長
現
沽
飼
へ
の
弾
圧
対
策
委
騒

会
」
か
発
足
し
、
十

「。
九
懇
談
会

(
リ
ニ
ヌ
問
題
等
一
選
の
弾
圧
に
対
し

て
)
が
開
か
れ
、
ま
た
、
二
月
一
日
に

は
、
藁
京
・
お
粂
の
水
の
全
電
通
会
鋸

に
お
い
て
、
「
読
む
権
利
を
奪
わ
せ
も

い
集
会
」
か
予
オ
さ
れ
て
い
る
な
ど
反

霧
の
}
部
か
開
始
さ
れ
て
い
る
。

ウ
ニ
タ
畜
舗
等
に
対
す
る
一
連
の
弾

圧
を
全
人
民
の
創
に
明
ら
か
に
し
、
権

力
の
弾
比
の
父
態
を
暴
露
し
、
全
ゆ
る

領
域
か
つ
樒
力
犯
罪
ρ斧
口
発
、
糾
弾

し
、
広
範
ち
文
同
戦
腺
の
形
成
を
通
し

て
、
支
配
階
級
の
意
図
を
粉
砕
し
て
い

く
隣
型
は
急
速
に
綱
築
さ
れ
つ
つ
あ
る

ウ
ニ
タ
寳
蘭
へ
の
遮
貌
不
当
捜
案
押

収
亭
件
を
は
じ
め
と
す
る
出
版
。
凝
現

活
動
へ
の
騨
圧
対
策
委
員
会
遠
絡
元

ウ
ニ
タ
書
舗

東
京
都
千
代
田
区
伸

田
神
保
町
一
1
4
[

電
話

03
1
2
9
1
⊥
-
5
3
ご

換
索
舎

東
臥
都
新
膚
医
新
宿

「

四
-
九

電
旙

03
1
;
5
2
1
う
5
5
7

O

▼・

お
知

ら

せ

㎜

.

本
紙
十
二
月
二
十
晶

目
、
三
十

開
日
考
及
ひ
、
一
月
一
日
㌧
は
休
刊

し
ま
す
の
で
、
伽40知
ろ
せ
し
ま
す

な
お
、
こ
の
聞
本
舐
の
発
行
が

運
れ
て
お
り
ょ
す
こ
と
"璽

読
巷

藷
兄
姉
に
お
詫
び
し
ま
す
。

哺

゜
…

(蒙

部
ご

、

噂

1

1
1
欄

薩反

弾

圧

の

輪

を

拡

げ

る

た

め

に

●

蝦
隠
調
叢

曜
b

コ
己
7

膨

硬

ー

昌

既

、
7

ー

「救

援
ノ

ー

ト」
(
第
三
版)

¥

2
0
0「フレームァップと黙秘」¥150救援ノート・応用編

「

強黎

鰐麟

断
て」
¥
2

8

禽
紙「救

遷麟

畢

鵯

「
関

西
救

援
セ

ン

タ

4」

発行

/
関
西

救
援
連

絡
セ
ン

タ

ー

遷
絡先

大
阪
市
北
区
温
花
町
一
二
丑電話Qハ(一石二)〇七七九̀擾督犬阪七三九一五、

爆
取
弾
圧
の
全
体
を
知
る
た
め
に

反

爆

取」

篁
号

¥

2
・
・

第
二
号

¥

2
2
0編集・発わ/爆取弾圧と闘う救援会議

(注

文
は
救
援遮

絡
セ
ン
タ
ー
まで
)

土
田
邸事

件
の
真
相
を
知る

た
め
に

「
暗
黒
星
雲」

攣
朋
餓
鞭
罐
馳

第

三

号

(自

白特

集

その
一
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膨並

講時

或
糾二九
現穐

講

実
録「
虚
構
解
体」

其
之
一

¥

1
2
0
0編集・発行/「警視総監公舎爆破未遂」フレームアップ事件「虚構

レ
解体

」

編集

委員

会(救き奮
セ
ン
ター

で
取
扱
中)

"

「

ミ

ッ

ト
」

・

ラ
7
号

各

¥

2
・
・

発
行
/
ミ
ッ

ト

の

会

「゚
薗幽

殖
九
月
四
日"栄養分析表"

押
収
事
件顛

末
資
料

.

第
一

集

¥

6
0'第二集¥100発行/神田ウニタ書舗

箋

轟田
ウニ。書
籠

融

磯

環

膿

講保

聾五
「一一撰禦會雌磯響謬沖九五孟。鍬

「

モ

テ
ッ,

ク

通

信」

モ
テ
ノ
ク
目
模
索舎

「
わ
い
せ
つ
」

弾
圧
を
契機

と
し
て私達の情報とその流通機構をもっともっと拡げて

、

い

こ
う
と

す
る
技

術
委
員

会連絡
先

喫
蝋都

新宿

巳新

宿二

ー四

ー
九

申江

ビ
ル.模索舎勲伺「七テソク」通侶編集部電語〇三(二h二)三五五七振菌景一七八一六四

「

冬

の

砦

蕊
1

6

各号

¥
5
0

編
集ド

発
行
「
松
永君
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守
る
会」連絡事務局

蚕

講諾

σ断重

子
ソ叢

窃塗鴻蕪窺菱諜薙

沖縄

那

覇
南
曹

墨
儲
保
町
三
1
=
二
ー
三

み
どリ

ア
パ
ート

松

象子

方

ーヂ

▲

「守

る

会

通

信」
・
-
8

各
¥
5
0

編
集
・

発行

/

富
士
高校

放
火事

件
被告

'噂

加
納君

を
守
る
会事

務局

連
絡先

東
鼠
都杉

並区
百四
冊
寺
南
三ー

十三

ー
十五電緬∪三(一=二)二六八〇石井ゐ

ト

「

支

援

通

信」

葉曜

刊

月
¥
2
0
0

発

行
/

沢
崎
悦
子
さ
ん
の
自由

を
と
り
も
ど
す
会

連
絡先

尼
崎
由
果富

松
字

敷江

七
一

西定

春
ヵ電議Q六(四ニニ)五二二九

f

連

赤
公

判
ニ
ュ

ー
ス各

号
¥

1
0
0発行/連合赤軍公判対策委員会世話人会

遮
絡
備

橿
須
蚤
市
追
浜
ム
町
一
の
四
囚

55
川
力

(

達
絡
先

幽果
泉
垂
耕
臨伯
区
三
栄
町
六

好
単
ハ荘
一
一号

振
督
東
颪

一

九

一

〇

一

八、

「無
名
戦
士
の
橋
頭
塗

」

(被
告
人
冒
頭
陳
述
集
)

¥

3
0
0

続
編

(71
年
総
括
論
争
集
}
近
日
発
売

編
集
/
η
年
黒
ヘ
ル
ゲ
リ
ラ
戦
士
公
判
対
策

委
員
会

彊
絡
先

渋
谷
区
本
町
【
1
十
四
i
二

田
村
方

水
爪
護

電
話
(三
ヒ
四
)
ご
〇
三
〇

「柳

城

通

信

㌦
毎
月
皆

発
行
)

発
行
/
伝

習

館

救

擾

会

¥

1
0
0

遮
鋸
売

福
岡
衙
寵
区
高
松
団
地
六
-
三
六

櫨
甲萎

兀
二
(山ハ五
】
》
一
霊
葦

等
脚

、

ρ
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翼

発
物
取
鱈

巨

・
賢

清

..
の

K

ラ
リ
ノ
囲

争
"
に
泄
」9
る
羅

猷
弾
H
r
つ

,

b

'
ρ
几

,
"
眠

反
ル

H
レ
ポ
ー
ト
」
に
お
い
て
諏
〇

四

戸
112

態
の
暴
鵬
を

り

っ
て
き
た
。
フ
レ
ー
ム
プ
ノ
ブ
こ
藷
'♪
＼
〃ー

し
め
鏑
判
"
の
盧

行
と
疋
刑
玖
触
に
対
し
、
今

救
母
輸
蛸
の
聞
い
,
、同
の
戦
線
ご

組
み
、
デ
ソ
チ
ー
げ
"
弾
-
噂
垣
防
F
の
犠

ー
回
佑

小
芦
め
う
れ

て
い
る
。

こ
れ
は

「
13

・
18
歳
簡
麗
存
脇
駒
、

凡気
無
し
し
あ
け
る
嶺
瘍
報

告
を
転
哉
し
た
も
の
で
あ
り
。

(纈
集
部
)

圏
わ
れ
わ
れ
は
、
つ
い
に
七
一
年
競
一

公
判

(八
名
)
を
か
ち
と
つ
κ
。

一
九
七
三
無
夏
、
疵
一
救
援
会
が
結

矯
さ
れ
、
こ
と
に
同
釈
玉
名
併
合
ρ
挫

折
を
見
て
以
来
、
わ
れ
わ
れ
は
全
分
離

公
判
を
億
聴
し
ぬ
ミ

形
式
に
お
い
て

分
離
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
実
質
的
に

お
い
て
併
合
す
る
と
い
う
ハ
ナ
レ
わ
ざ

的
大
方
針
を
買
微
し
て
き
だ
。
そ
う
い

っ
た
努
力
が
、
い
ま
よ
う
や
く
窯
り
、

同
=
「月
一
九
・
二
Q
日
、
併
含
篭
第

一
回
公
判
か
ド
ラ
ス
チ
ノ
ク
に
幕
開
く

の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
七
↓
年
八
名
岱

合
公
判
の
獲
得
を
も
つ
て
、
勝
剥
し
同

か
っ
て
の
大
き
な
、
か
つ
確
夷
な
第
一

歩
と
し
て
、
ま
ず
第
一
に
確
認
し
　
お

く
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
残
愈
な
こ
ご
に
、

こ
の
錆
一
歩
に
は
欠
陥
が
あ
る
.
こ
の

「麗
囲
嘱
向
か
っ
て
の
露
一
礁
一
毫
か

ち
と
る
適
程
に
お
け
る
、塗

、
「被

告
」
、
家
族
の
利
己
土
繍
輿

個
人
主

鵜
的
対
応
に
、
そ
の
こ
と
は
も
っ
と

も
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
.
し
か
も
併
合

窃
獲
御
過
程
に
お
け
る
悶
題
性
は
、
ひ

き
っ
づ
き
、
事
件
縁
体
の
謀
晴
に
彦
ち

同
か
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
的
葱
志
]
撤

も
、
そ
の
た
め
の
呉
体
的
な
事
務
、
実

務
藤
勢
も
、
十
分
か
ち
と
ら
れ
て
い
ち

い
、
と
い
う
か
た
ち
で
併
台
甕

ロ彼

の
含

口に
鼠
け
つ
が
れ
て
い
る
。
こ
れ

が
第
二
で
あ
る
.

7

…

曽■董

茎
;

二
…

冒噌
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一

現
状
は
基
本
的
に
以
上
の
よ
う
で
あ

る
.
し
た
が
っ
て
続
一
敵
対
は
、
今
後

と
も
ま
す
ま
す
忍
耐
し
、
い
っ
七
,
カ

を
ふ
る
っ
て
、
こ
う
し
た
味
ヵ
障
暫
の

内
突
を
整
備
し
、
隊
形
を
蚕
え
る
役
剛

を
い
や
お
う
な
く
荷
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
『
土
田
-
日
石
ー

ピ
ー
ス
缶
」
爆
弾
フ
レ
ー
ム
ア
ソ
プ
都

件
の
今
体
を
、
濯
力
に
よ
る
ひ
と
つ
の

壮
大
な
デ
ノ
チ
ナ
げ
謀
略
、
だ
く
い

も
ま
れ
な
悪
た
く
み
と
見
な
し
て
お

り
、
法
廷
内
外
に
お
い
て
そ
う
い
っ
た

謀
酪
体
系
斎
嘆
体
的
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ

打
ち
こ
わ
し
て
い
く
こ
と
を
雌
し
て
、

一奴
り
の
懸
だ
く
み
キ
完
ぷ
ね
き
濠
で
や

っ
つ
け
脛
服
さ
せ
、
も
っ
ご
度
と
そ
の

一よ
,
ね
デ
ノ
戸
士
げ
を
行
え
な
い
よ
,

に
し
た
い
、
と
顧
つ
て
い
る
以
」
、
あ

一
≦
ホ
こ
も
究
桃
ω
先
を
勝
利
に
同
か
⊇

「て
寒
.歪

ホ
凌
け
れ
ば
な
ら
お
い
の
て

の
Q
。

し
た
か
,
乱
、
わ
れ
わ
れ
の
遮
む
へ

醸
勧
雛
誘
聖
鞘岬難

一合
翁

丁

コ
こ
し
肉
と
し
、
芳

で

弁
護
」
1
被
告
-
家
族
、
,こ
し
て
敷
対

の
内
酪
の
強
固
な
澱
志
一致
俘
は
か
る

と
露
時
に
、
他
力
で
、
個
別
撮
題
、
と

く
に
デ
リ
～
」
げ
に
取
り
組
む
他
団
体

と
呉
体
的
に
癌
帯
、
交
樋
し
つ
つ
、
い

っ
く
っ
広
汎
な
テ
ノ
チ
士
げ
弾
圧
糾

弾
、
再
宛
防
止
の
反
構
力
運
動
κ
巻
き

お
こ
し
て
い
曳
も
ζ
、
で
あ
O
。

裁
判
闘
争
籍

簗
会
に
耐
策

さ
れ
た
金
て
の
皆
標
に
、
獄
中
よ
り

心
か
ら
の
廠
趣
と
固
い
連
蔦
の
爵
を

表
明
し
詳

。

私
違
へ
の
テ
ノ
チ

肩
廊
と
が
始

ま
っ
て
、
す
で
に
一
年
+
以
ー
か
斌

過
し
て
お
り
ま
す
。
公
判
に
お
い
て

は
い
ま
だ
検
簸
側
立
五
段
圓
で
の
り

な
が
ら
、
徽
の
も
張
は
す
で
に
の
2

こ
ち
で
破
綻
し
は
し
め
、
害
観
財
こ

も
私
遷
の
無
だ
ぽ
明
ろ
加
に
な
,
2

つ
69b
よ
ソ
。
し
か
し
一
の
ー
自

人
都
分
の
,辮
目
=
t
し

"

繁
ー
裁
N
り
一
体
、」な
,

～
し
」

留
攻
革
か
縦
け
り
れ
・ゐ
ー
、
、
し

て
予
断
端
訊
せ
る
鼓
2
.
脳況
㌧
あ

あ
り
ま
せ
ん
。

私
声
ω
腔
屏
.糧
(,

ω

ノ

ヒ
げ
序
こ
⊂
ま
で
「
し
て
し
伍
,
噌

こ
冴
ほ
恥
ゾ
ベ
キ
G
と
二
ー

深
＼

反
省
し
て
お
O
訴
9
か
、
し
ハ
～

力
自
り
の
無
幽
】故

}

W
い

㌦

き
な
か
⊃
に
解
作
を
」
冠
八
壬
ご

で
と
り
つ
く
ろ
い
、
亡
り
に
構
力
二

反
感
を
抱
く
名
は
も
ち
ろ
ん
巾
民
旬

会
へ
の
無
差
別
弾
培

も
い
ス
Φ
卑

劣
な
レ
ー
ム
ア
ソ
ザ
を
私
述
は
絶
灼

に
許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

纈
7刀
に

偽る
"
3な
撹
ト
ノ
は

68

運
し
、
嘩
わ
も
κ
「
藁
災
」
を
.爪
2

腫一一"

一F

三

8
二一

'

m
陶
園

胃
μ

h
わ

コ
」

"
O
ら

ム
r

旨、
7
↓

島
ノ
つ
展
ユ
声
44

'
ハ

・

ゐ
ノ
臼
二
、
ゴ

わ

れ
わ
れ
の
ガ
動
ω
嫉
鍾
〆
∫̀
フ
ナ
レ
r

ば
ち
り
ち
い
。

し

一
現
の
九
ゐ
く
へ
眉

、蟻
測
・

酬
μ

。
恥
・
汀
口

・中
角

、謬
)
・
甲

「刈

、
外
)
・
念
ム

・
刈
～
)

卍

甲に

に
、

ハ
門ρ0
り
ト
・
孝
A
、炉刈
、

部

の
坂
ム
公
rnを
、
°、し
,
ハ
翔
≦
軌

一

(泥
⊥
・
刺
松
。
尉
鼠
・
衣
占
・
塑
野

野
)
な
ら
び
に
、
分
離
の
内
藤
疫
訴

讐
、
石
井
再
笛
間
題
、
六
ら
に
は
別
稽

の
み
で
起
瞬
さ
れ
て
い
.萄
森
谷
篤
弘
迎

訴
番
を
も
含
ん
だ
と
こ
り
の
、
本

「土

田
-
日
石
」
ピ
ー
ス
缶
」
煤
蝉
テ
ノ
チ

上
げ
事
件
に
関
連
す
る
争
く
の
公
判
を

ひ
っ
く
る
め
た
、
大

叫
台
公
判
の
定
現

ー
一」
れ
こ
そ
が
わ
札
,
の
益
い
マ
あ

る
。し

か
も
、
わ
れ
わ
れ
に
巾
9以
る
に

ム

す
義
壽

」は
払
い
以
」
、
ま
募
こ
い
,

'言

一

一

}

戻
し
、
胃こ
し
て
、
v一
れ
り
の
貞
征
裂

徹
話

に
崇

し
て
い
、え
め
」
、

一
人
て
も
㌻
く
の
人
爵
の
ヒ
'闘

〔
㌔

か

つ
訴
んよ
'9
。

71
蚕
炸
拝
ω
8
名
の

槻
も

い
{

八
、嚇
7ω
誹
凸
鵠
開

鮨
炉
鵬
莉
へ
の

、静
一な
凶
テ
ノ
フ

∫し
勺
こ

G
仙罹

沿
し
り
,

紛
ー

(
ー
。榎

下

「
雄

轟

d

F

い
、

,

ホ

、

」

)
弧

・
の
就
F

〆
も
,
㌦
01
み
匪
己
す

り

「も
の
'
し
72い
.
わ
れ
わ
れ
は
、
敵
の

一
写

驚

野

てか
達

ω根
翌

一
見
く
い
0
か
り
、
↑ら
い
2
プ
上
別
分

断
策
動
の
貞
わ
れ
⊂
し
ご
の
分
麟
公
刊

を
打
ち
破
り
つ
と
す
る
の
で
あ
る
。
し

た
か
っ
で
ま
た
、
虻
質
内
き
`
お
い
て

も
ま
た
差
別
分
断
の
い
っ
さ
い
な
い
よ

ノ
蟻

し
か
も
強
周
で
永
枇
的
奮

台

・連
帯
を
漸
固
要
氷
9
り
の
で
あ
る
.

統
一
救
対
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}丁
♪
い
曽♪
想
勢
を
饗
き
あ

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
再
び
ヂ
ノ
チ
上

げ
〃
起
こ
さ
な
い
よ
う
な
情
況
を
炸
り

出
す
こ
と
を
最
終
目
榛
と
し
て
い
0
の

で
あ
、O
.

以
上
の
よ
ノ
ひ嬉
本
理
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か
り
、
第

}
し
、
関
係
浄
護
八
の
ダ
ベ
て
に
対
し

こ
れ
ま
㌧
の
個
別
酌
な
依
憩
関
係
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
を
や
め
て
、
」
の
事
列

。謹
略
総
体
に
窟
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同
か
つ
よ
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統

一
救
思
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し
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か
け
て
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こ

の
要
々
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遠
し
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名
以
ー
㌧
お
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一曲闘織
際
頓
轟

人
き
さ
か
い
ま
だ
か
つ
て
む
h
ほ
と
の

め
の
て
あ
る
こ
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、
「被
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」
柑
隔
か

ひ
と
つ
の
闘
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を
共
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や
っ
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な
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な
く
ヤ
　
　
グ
ル
　
プ
と
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ω
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か
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(
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穽
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当
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1
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協
力
、
共
闘
態
勢
浄
志
向
丁
る
.

て
、
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塔
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潤
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⊃
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ア
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と
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。
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蓄
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縄
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⊂
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縄
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台
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わ
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⊂
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瞭
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取
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澱
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よ
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情
鰻
と
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を
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て
い
だ

か
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し
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友
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翻
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と
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と
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。

し
た
か
っ
て
「被
告
一
と
そ
の
家
族

な
つび
に
閑
豊
弾
仕
を
受
け
た
す
へ
て

の
友
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